
（1）　第４３５号

吹

奏

楽

部

第
34
回
全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

時　

11
月
21
日　
　

於　

大
阪
城
ホ
ー
ル

　

本
校
吹
奏
楽
部
は
７
大
会
連
続
９
度
目
と

な
る
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。「
全
国
大
会

金
賞
」
を
目
標
に
掲
げ
、
本
年
度
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
猛
進
」
を
胸
に
、
部
員
達
は
日
々

の
地
道
な
練
習
を
積
み
重
ね
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

本
番
で
は
島
根
県
及
び
中
国
支
部
の
代
表

と
し
て
、
凛
と
し
た
姿
で
立
派
な
演
奏
演
技

を
披
露
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た

だ
く
中
、
念
願
の
金
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
様
々
な

面
で
献
身
的
に
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
皆
様
、
応
援
し
て
く

れ
る
卒
業
生
、
ご
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
地

域
の
皆
様
の
お
蔭
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に

愛
さ
れ
る
バ
ン
ド
を
目

指
し
、
変
わ
ら
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
副
顧
問　

竹
内
康
貴
）

吹
奏
楽
部

N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞
！

N
H
K
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞
！

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
初
の
金
賞
！

全
日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
初
の
金
賞
！

合
唱
部

全
国
学
校
音
楽

ン
ク

ル
優
良
賞

全
国
学
校
音
楽

ン
ク

ル
優
良
賞

全

ン
ク

ル
優
良
賞

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
2
年
連
続
出
品
決
定
！

全
国
高
校
総
合
文
化
祭
2
年
連
続
出
品
決
定
！

写
真
部

令和３年１１月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４３５

合　

唱　

部

第
88
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

時　

11
月
６
日　
　
　
　

於　

府
中
の
森
芸
術
劇
場

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
が

行
わ
れ
た
。
全
日
本
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
大
会

か
ら
１
週
間
と
い
う
過
酷

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ

た
が
、
生
徒
達
は
集
中
力

を
切
ら
す
こ
と
な
く
よ
く

頑
張
っ
た
。
こ
こ
ま
で
の

道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で

は
な
か
っ
た
が
、
憧
れ
の

全
国
の
舞
台
で
演
奏
で
き

た
時
に
は
、
頂
上
か
ら
絶

景
を
見
渡
す
よ
う
な
、
そ

ん
な
清
々
し
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

３
位
以
内
の
入
賞
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、

生
徒
達
は
や
り
切
っ
た
と
い
う
笑
顔
の
表
情

を
見
せ
て
く
れ
た
。

　

昨
年
は
実
施
が
難
し
か
っ
た
コ
ン
ク
ー
ル

だ
が
、
今
年
は
制
限
が
あ
り
な
が
ら
も
多
く

の
方
々
の
お
蔭
で
開
催
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
の
皆
様

に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。

（
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

第
74
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

時　

10
月
30
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

於　

iichiko

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
シ
ア
タ

　

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
大
会
が

行
わ
れ
た
。
当
日
は
会
場
ま
で
聴
き
に
来
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
ま
た
ラ
イ
ブ
配
信
も
行
わ

れ
、
よ
り
多
く
の
方
に
生
徒
達
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
。
結
果

は
惜
し
く
も
銅
賞
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
達
は

こ
こ
ま
で
の
過
程
で
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め

た
り
、
目
標
に
向
か
っ
て
諦
め
ず
に
努
力
し

続
け
る
精
神
力
な
ど
、
結
果
よ
り
も
大
切
な

こ
と
を
学
べ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

仲
間
と
合
唱
す
る
こ

と
を
通
し
て
得
た
、
目

に
は
見
え
な
い
無
数
の

宝
物
を
無
駄
に
は
せ
ず
、

今
後
の
生
活
に
生
か
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
暗
く
て
寒
い
冬

の
よ
う
な
毎
日
が
続
い

て
い
る
が
、
温
か
い
光

が
差
す
よ
う
な
音
楽
を

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
（
顧
問　

齋
藤
茉
耶
花
）

写　

真　

部

第
49
回
島
根
県
高
等
学
校
写
真
展
審
査
会

「
１
・
２
年
の
部
」「
３
年
の
部
」
３
席
Ｗ
受
賞
！

２
年
連
続
14
回
目
と
な
る
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

出
場
決
定
！！

時　

11
月
18
日　
　

於　

島
根
中
央
高
校

　

今
年
度
の
島
根
県
高
校
写
真
展
審
査
会
が

行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
20
点
出
品
し
、「
１

・
２
年
の
部
」
３
席
に
伊
藤
美
希（
2-1
向陽
）
が

入
賞
し
、
来
年
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭

へ
の
出
品
権
を
獲
得

し
た
。「
３
年
の
部
」

で
は
、
３
席
に
荒
木

孝
太（
3-2
出三
）
が
入
賞

し
、
有
終
の
美
を
飾

っ
た
。

　

こ
れ
も
日
頃
か
ら

支
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
皆
様
の
お
蔭
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
し

て
い
る
。

【
１
・
２
年
の
部
】

〈
３
席
〉「
も
っ
と
自
由
に
」　

伊
藤
美
希

【
３
年
の
部
】

〈
３
席
〉「
反
転
世
界
」　　
　

荒
木
孝
太

【
奨
励
賞
】

　
「
キ
メ
顔
」　　
　
　
　

原　

未
空（
1-5
出三
）

　
「
パ
ン
の
素
」　　
　
　

高
橋
詩
織（
1-5
出三
）

　
「
潜
む
」　　
　
　
　
　

高
梨
優
汰（
2-3
出三
）

　
「
遊
ぼ
う
よ
！
」　　
　

荒
谷
岳
海（
1-3
出一
）

　
「
光
の
指
す
ほ
う
へ
」　

栗
原
佑
実（
1-1
浜山
）

（
顧
問　

村
上　

学
）

美　

術　

部

令
和
３
年
度
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

石
田
尋
南（
2-6
宍道
）が
最
優
秀
賞
受
賞
！

　

島
根
県
が
主
催
す
る
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
石
田
さ
ん
の
作

品
が
高
校
生
の
部
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
そ
の
他
の
結
果
は
次
の
通
り
。

入
選　

曽
田
陽
向（
2-6
大社
）・
森
山
百
合
香（
2-6
掛合
）

　
　
　
有
藤
あ
か
り（
1-5
宍道
）・
秋
国
由
美（
1-6
向陽
）

　
　
　

飯
島　

楓（
1-6
出一
）・
横
田
ユ
ミ（
1-6
出二
）

（
顧
問　

石
倉　

正
）

石田さんの作品

「もっと自由に」伊藤美希



第４３５号　（2）

卓　

球　

部

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

2021
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

時　

10
月
29
〜
31
日　
　

於　

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
豊
田

〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
８

 

三
好
蒼
空（
中1 
岩倉
）・
金
丸　

陽（
中1 

西山
）
組

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉　

２
回
戦
敗
退　

三
好
蒼
空

○
大
会
総
評

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
本
校

と
し
て
は
初
め
て
ベ
ス
ト

８
（
ラ
ン
キ
ン
グ
７
位
）

に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
準
々
決
勝
ま
で
に
難

局
が
幾
度
と
な
く
あ
っ
た

が
、
勝
負
所
で
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を
発
揮

し
、
勝
ち
進
む
こ

と
が
で
き
た
。
今

後
の
練
習
で
課
題

を
克
服
し
、
来
年

は
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
の
２
種

目
で
入
賞
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た

い
。

 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

令
和
３
年
度
島
根
県
高
等
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

11
月
４
〜
６
日　

於　

島
根
県
立
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
優
勝（
５
年
連
続
12
回
目
）

【
決
勝
リ
ー
グ
】

　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

松
江
商
業

　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

松
江
工
業

　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

松
江
北

　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

明　

誠

　
　
　
　

本
校　

３

－

０　

松
徳
学
院

※
中
国
選
抜
出
場
権
を
獲
得

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

優
勝　

杉
浦
大
和（
2-2 

北陵
）

２
位　

王　

翊
翔（
2-2 

西漳
）

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
、
個

人
戦
と
も
に
優

勝
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
全

国
大
会
で
勝
ち

上
が
る
た
め
に

は
、
ま
だ
技
術

の
正
確
性
や
安

定
性
が
足
り
な

い
。
日
々
の
練

習
で
課
題
を
克

服
し
て
い
き
た

い
。 

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

兼　

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
2
0
2
1
島
根
県
予
選
会

時　

10
月
28
日
〜
11
月
２
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ　
　
　

【
男
子
】

一
回
戦　

シ
ー
ド
に
よ
り
不
戦
勝

二
回
戦　

本
校　

214

－

28　

江
津
工
業

準
々
決
勝　

本
校　

110

－

50　

矢　

上

準
決
勝　

本
校　

79

－

72　

松
江
東

決　

勝　

本
校　

77

－

85 

松
江
西

　

準
優
勝

〇
大
会
総
評

　

今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
県
大
会
決
勝
は
、
県

新
人
戦
、
県
総
体
と
同
じ
く
松
江
西
高
校
と

の
対
戦
と
な
り
、
三
年
生
を
中
心
に
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
た
戦
い
を
み
せ
た
が
惜
し
く
も

決
勝
敗
退
と
な
っ
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
、県
新
人
戦
、県
総
体
を

優
勝
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
経
験
し
た
。
三

年
生
が
多
く
残
る
布
陣
で
今
年
最
後
の
県
大

会
制
覇
に
挑
ん
だ
が
、
全
試
合
を
通
し
て
試

合
の
入
り
が
う
ま
く
い
か
ず
、
追
い
か
け
る

展
開
が
多
か
っ
た
。

　

勝
っ
て
有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
最
後
ま
で
『
ひ
た
む
き
な
心
』

の
精
神
で
戦
い
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

財
産
と
し
て
大
事
に
し
た
い
。
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
た
三
年
生
達
に
は
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
出
雲
北
陵
で
の
経
験
を
糧
に
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

　

新
チ
ー
ム
で
は
こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
せ
る

よ
う
、
良
い
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
挑
戦
し
続
け
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
戦
か
ら
決
勝

戦
ま
で
理
事
長
先
生
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、

学
校
教
職
員
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
Ｏ

Ｂ
や
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
そ
の
他

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
声
援
を
い
た
だ
き
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

【
女
子
】

２
回
戦　

本
校　

91

－

42 

安
来

準
々
決
勝　

本
校　

61

－

82 

明
誠

　

ベ
ス
ト
８

〇
大
会
総
評

　

明
誠
高
校
と
の
対
戦
で
は
、
序
盤
は
リ
ー

ド
す
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、
後
半
得
点
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
悔
し
い
敗
戦
と
な
っ
た
。

単
調
な
攻
撃
や
正
確
性
の
な
い
パ
ス
、
圧
力

の
な
い
守
り
が
敗
因
と
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
反
省
を
生
か
し
、
新
人
戦
に
臨
み
た
い
。

 
（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

団体優勝メンバー

入賞した三好蒼空（左）・金丸 陽組

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

島
根
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

時　

11
月
５
日　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

一
回
戦　

本
校　

０

－

２　

浜
田
高
校

 

（
顧
問　

椿　

英
史
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
３
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
戦

時 

10
月
29
〜
31
日　
　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
男
子
】

団
体
戦
３
位　

中
国
新
人
大
会
へ
出
場

２
回
戦　

本
校　

③

－

０　

松
江
北

準
々
決
勝　

本
校　

②

－

１　

津
和
野

ベ
ス
ト
４
リ
ー
グ

　
　
　
　

本
校　

②

－

１　

出
雲
工
業

　
　
　
　

本
校　

１

－

②　

松
江
工
業

　
　
　
　

本
校　

１

－

②　

浜　

田

個
人
戦　

５
ペ
ア
が
上
位
大
会
へ
進
出

２
位　

木
村
蔵
人（
2-2 

斐東
）・
青
木
快
生（
2-4 

出南
）

Ｂ
８　

髙
橋
拓
眞（
2-3 

久米
）・
堀
江
結
太（
1-3 

出一
）

　
　
　

原　

優
翔（
2-1 

斐東
）・
陰
山
晃
成（
2-2 

斐西
）

Ｂ
16　

川
角
悠
太（
2-1 

大社
）・
岩
崎
遥
平（
2-5 

出一
）

Ｂ
32　

神
在
俊
輔（
2-2 

河南
）・
江
角
虎
哲（
2-2 

河南
）

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
の
初
め
て
の
団
体
戦
で
あ
っ

た
が
、悔
し
い
結
果
と
な
っ
た
。全
国
選
抜
へ

の
可
能
性
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
中

国
大
会
で
優
勝
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

 

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

【
女
子
】

　

部
員
３
名
が
大
会
に
出
場
し
た
。
神
田
桜

奈（
1-5 

浜東
）・
竹
下
綾
香（
1-5 

出三
）
ペ
ア
が
ベ
ス
ト

32
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
次
の
県
イ
ン
ド

ア
大
会
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

 

（
顧
問　

金
森　

快
）



（3）　第４３５号

中
学
校
の
部　
春
木
柚
菜
子（
島
大
附
属
８
年
）

〈
優
秀
賞
〉

小
学
校
の
部　

吉
川　

吟（
湖
陵
小
３
年
）

中
学
校
の
部　

高
野　

花（
出
雲
二
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

梶
谷
莉
央（
湖
陵
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　
稲
毛
マ
イ
ナ（
出
雲
三
中
２
年
）

〈
奨
励
賞
〉

小
学
校
の
部　
園
山
ひ
ま
り（
四
絡
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　

勝
部
実
結（
大
津
小
５
年
）

中
学
校
の
部　

田
部
誓
一（
木
次
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　
シ
ヴ
ィ
キ
ン
グ
・
ロ
バ
ー
ト
健
司

 

（
出
雲
北
陵
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　
佐
藤
椛
乃
子（
島
大
附
属
７
年
）

　
　
　
　
　
　

阿
式　

優（
浜
山
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　

原
未
来
里（
平
田
中
３
年
）

小学校の部受賞者の皆さん

中学生の部受賞者の皆さん

優
秀
賞　

天
喰
龍
生（
3-6 

出三
）

　
　
　
　
藤
原
あ
や
か（
3-6 

大二
）

 

（
顧
問　

石
倉　

正
）

第
27
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校

英
語
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

時　

11
月
３
日　
　
　
　

於　

中
高
棟
北
陵
ホ
ー
ル

　

今
年
で
27
回

目
と
な
る
本
校

主
催
の
レ
シ

テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
今

年
は
小
学
生
の

部
14
名
、
中
学

生
の
部
29
名
の

参
加
が
あ
り
、

島
根
県
立
大
学

准
教
授
の
ク
リ
ス
・
ラ
ン
グ
先
生
を
お
迎
え

し
、
厳
正
な
る
審
査
が
行
わ
れ
た
。
団
体
賞

に
２
年
連
続
で
出
雲
市
立
第
三
中
学
校
が
選

出
さ
れ
た
。
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

＊
団
体
賞

出
雲
市
立
第
三
中
学
校（
２
年
連
続
２
回
目
）

＊
個
人
賞

〈
最
優
秀
賞
〉

小
学
校
の
部　
高
野
真
俐
華（
大
津
小
６
年
）

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

高
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

時　

11
月
７
日　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
内
高
瀬
川
流
域

　

出
雲
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

「
高
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
あ
り
、イ
ン
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
生
徒
５
名
が
参
加
し
た
。

　

上
流
で
川
の
水
を
止
め
て
、
足
首
く
ら
い

ま
で
水
位
が
下
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
川
底
清

掃
を
し
た
。
空
き

ビ
ン
・
空
き
缶
・
乾

電
池
な
ど
の
小
さ

な
ゴ
ミ
か
ら
、
流

木
、壊
れ
た
傘
、衣

類
と
い
っ
た
大
き

な
ゴ
ミ
ま
で
、
２

〜
３
キ
ロ
ほ
ど
の

清
掃
区
域
の
中
で

多
く
の
ゴ
ミ
が
集

ま
っ
た
。

　

毎
年
恒
例
の
活
動
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ゴ
ミ
の
量
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
少
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

　

２
時
間
ほ
ど
の
活
動
だ
っ
た
が
、
終
え
た

時
は
気
分
も
清
々
し
く
な
っ
た
。

 

（
顧
問　

尾
添
喜
行
）

美　

術　

部

令
和
３
年
度
ポ
イ
捨
て
禁
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

三
輪 

泉（
3-6 

平田
）
が
大
賞
受
賞
！

　

出
雲
市
ポ
イ
捨
て
禁
止
推
進
協
議
会
が
主

催
す
る
ポ
イ
捨
て
禁
止
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
三
輪
さ
ん
の
作
品

が
高
校
の
部
に
お
い
て
大
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
は
次
の
通
り
。

三輪さんの作品
出雲市立第三中学校の皆さん

テ

ニ

ス

部

全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
県
予
選

時　

10
月
30
日

於　

浜
山
公
園

〈
男
子
団
体
〉

１
回
戦

　

本
校　

⑤

－

０　

松
徳
学
院

２
回
戦

　

本
校　

１

－

③　

大　

社

○
大
会
総
評

　

中
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、
目
的
を
持
っ

た
主
体
的
な
練
習
、
練
習
試
合
、
市
民
大
会

を
通
し
て
頑
張
っ
て
き
た
が
、
大
会
に
ピ
ー

ク
を
持
っ
て
い
け
な
か
っ
た
私
に
責
任
が
あ

る
と
思
う
。
し
か
し
、
成
長
の
跡
が
見
ら
れ
、

次
の
シ
ー
ズ
ン
で
は
も
っ
と
も
っ
と
力
を
つ

け
て
躍
進
し
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

吹

奏

楽

部

第
29
回 

２
０
０
０
人
の
吹
奏
楽

時　

11
月
６
日　

於　

出
雲
ド
ー
ム

　

本
校
と
し
て
は
11
大
会
連
続
12
回
目
の
単

独
演
奏
出
演
で
あ
っ
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
で
中
止
と
な
っ
た
こ
と
や
初

め
て
の
11
月
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新

た
な
気
持
ち
で
コ
ン
サ
ー
ト
に
臨
む
こ
と
が

出
来
た
。
今
月
末
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
を

前
に
し
て
の
演
奏
会
で
あ
り
、
部
員
達
は
一

丸
と
な
っ
て
練
習
に
取
り
組
み
、
本
番
で
は

立
派
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
演
奏
を
披
露
し

た
。

　

全
国
大
会
で
は
最
高
の
演
奏
演
技
が
で
き

る
よ
う
、
更
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

 

（
副
顧
問　

竹
内
康
貴
）



第４３５号　（4）

〇
大
会
総
評

　

上
記
の
結
果
に

よ
り
、
12
月
に
開

催
さ
れ
る
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
。
今
大
会

で
見
つ
か
っ
た
課

題
を
克
服
し
、
次

の
大
会
で
優
勝
で

き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
（
顧
問　

相
場
翔
太
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
66
回
出
雲
地
区
中
学
校

新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

11
月
11
・
12
日　

於　

鹿
島
総
合
体
育
館

一
回
戦　

本
校　

57

－

62　

湖
北

○
大
会
総
評

　

前
半
は
終
始
本
校
ペ
ー
ス
で
20
点
差
を
つ

け
る
時
間
帯
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
気
が
緩

ん
だ
の
か
、
ミ
ス
が
重
な
り
相
手
の
猛
追
を

許
し
逆
転
で
の
敗
戦
と
な
っ
た
。
来
年
の
県

総
体
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
。
ご
声
援
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
顧
問　

多
々
納
厚
比
古
）

25
社
に
ご
来
校
い

た
だ
き
、
生
徒
達

は
興
味
の
あ
る
企

業
を
４
社
選
び
、

職
種
の
説
明
を
受

け
た
。
企
業
側
か

ら
事
業
内
容
を
聞

き
、
生
徒
も
質
問

を
ど
ん
ど
ん
投
げ

か
け
る
姿
が
、
各

ブ
ー
ス
で
見
ら
れ

た
。
今
後
に
向
け
て
大
変
有
意
義
な
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
な
っ
た
。

避
難
訓
練

　

昨
年
に
引
き
続

き
、
火
災
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を

10
月
29
日
㈮
に
実

施
し
た
。
昨
年
と

出
火
想
定
場
所
が

違
う
こ
と
も
あ
り
、

避
難
ま
で
の
所
要

時
間
は
や
や
長
く

か
か
っ
た
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
全
校

生
徒
が
無
事
に
避

難
し
た
。
ま
た
、
避
難
確
認
後
は
、
防
災
設

備
会
社
の
職
員
の
方
に
消
防
設
備
等
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

公
開
授
業（
新
任
者
研
修
）

　

去
る
10
月
28
日
㈭
、
本
校
の
新
任
教
員
で

あ
る
６
名
の
先
生（
中
澤
悟
《
理
科
》・
小
田

川
純
《
美
術
》・
高

橋
弘
子
《
国
語
》・

和
田
拓
真
《
体
育
》・

佐
藤
壮
泰
《
数
学
》・

鉄
橋
和
歩
《
社
会
》）

に
よ
る
公
開
授
業
が

行
わ
れ
た
。

　

公
開
授
業
は
、
教

科
、
学
年
等
の
垣
根

を
超
え
て
、
授
業
姿

勢
及
び
技
術
・
工
夫
な
ど
、
授
業
力
の
向
上

に
向
け
て
教
科
指
導
を
研
鑽
す
る
目
的
で
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
は
全
教
員
が

そ
れ
ぞ
れ
６
つ
の
授
業
に
分
か
れ
て
参
観
し

た
。

　

６
名
の
新
任
教
員
は
、
い
ず
れ
も
緊
張

感
を
持
ち
な
が
ら

も
緻
密
に
計
画
立
て

ら
れ
た
授
業
を
展
開

し
た
。
授
業
は
、
教

室
、
美
術
室
、
体
育

館
な
ど
で
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
授
業
者
を

交
え
て
講
評
会
を
開

き
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

中
学
校

卓　

球　

部

第
57
回
出
雲
地
区
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

11
月
10
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

３　

位　

金
丸　

陽（
中1
西山
）

ベ
ス
ト
８　

三
好
蒼
空（
中1
岩倉
）

改
組
新
第
８
回
日
展

美
術
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
主
任

飯
塚
康
弘
教
諭　

日
展
入
選
！

時　

10
月
29
日
〜
11
月
21
日

於　

国
立
新
美
術
館　
　
　

　

全
国
か
ら
１
万
１
千
点
以
上
の
作
品
応
募

が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
第
二
科（
洋
画
）
の

部
で
飯
塚
教
諭
の
作
品
「
夕
刻
の
階
段
」
が

昨
年
に
続
き
入
選
を
果
た
し
た
。
ご
功
績
を

讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
産
業
教
育
功
労
者
表
彰

　

去
る
11
月
17
日
㈬
、

松
江
市
の
サ
ン
ラ

ポ
ー
む
ら
く
も
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度

産
業
教
育
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
陶
山
浩
史

教
諭
が
産
業
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
。
ご
功
績
を
讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

11
月
15
日
㈪
、
高
校
２
年
生
を
対
象
と
し

た
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。
地
元
企
業

「夕刻の階段」



（5）　第４３５号

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

11
月
４
日
㈭
に
中
学
１
年
生
18
名
が
、

ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環
と
し
て
松
江
方
面

に
出
か
け
た
。
松
江
城
・
小
泉
八
雲
記
念

館
・
武
家
屋
敷
を
中
心
に
調
べ
学
習
を
行

い
、
班
に
よ
っ
て
は
松
江
の
神
社
を
巡
っ

た
り
、
松
江
歴
史
館
を
訪
れ
た
り
し
た
。

通
り
雨
も
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
晴
れ
間
が

広
が
り
、
充
実
し
た
研
修
に
な
っ
た
。

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

11
月
４
日
㈭
、
出
雲
市
内
13
事
業
所
の

ご
協
力
に
よ
り
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し

た
。
体
験
に
向
け
て
、
働
く
こ
と
の
意
義

や
、
興
味
の
あ
る
仕
事
に
つ
い
て
学
習
を

行
っ
た
。
ま

た
、
生
徒
自

身
で
電
話
を

か
け
て
事
前

打
ち
合
わ
せ

を
す
る
な
ど

実
践
的
な
活

動
も
あ
っ
た
。

　

体
験
当
日

は
、
慣
れ
な

を
そ
れ
ぞ
れ

２
班
に
分
か

れ
２
講
座
ず

つ
受
講
し
た
。

講
師
の
先
生

方
は
出
雲
市

総
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
窓
口

に
、
出
雲
社

会
福
祉
協
議

会
、
点
字
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ブ
ラ
イ
ユ
」、
い
ず
も
デ

ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
出
雲
市
福
祉
推
進
課

の
皆
様
に
お
世
話
い
た
だ
き
、
地
域
の
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
、
共
存
し
て
い
く
必

要
性
や
課
題
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
３
年
生
は
１
組
が
川
跡
、
２
組
は

鳶
巣
の
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
出

向
き
、
そ
れ
ぞ
れ
班
に
分
か
れ
て
清
掃
奉

仕
活
動
を
行
っ
た
。

　

講
座
の
閉
校
式
で
は
各
班
代
表
生
徒
が

感
想
を
述
べ
た
。

　

福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
見
識
を
深

め
、
今
後
の
生
活
観
・
職
業
観
に
つ
な
げ

て
欲
し
い
と
思
う
。

に
役
立
つ
英
語
の

フ
レ
ー
ズ
を
教
え

て
も
ら
う
な
ど
し

た
。
ま
た
、そ
の
際

に
家
の
作
り
や
家

の
中
で
の
生
活
の

違
い
な
ど
も
知
る

こ
と
が
で
き
、異
文

化
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。研
修
の

最
後
に
は
ク
ラ
ス
全
体
の
前
で
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
た
。

　

英
語
力
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

研
修
の
成
果
と

し
て
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
な
ど
の
表

現
力
も
向
上
し

て
い
た
。
こ
の

研
修
を
き
っ
か

け
に
、
英
語
や

海
外
に
よ
り
興

味
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
。

第
２
回
校
外
講
師
特
別
講
座

〜
地
域
貢
献
活
動
〜

11
月
17
日
㈬
、
校

外
か
ら
６
名
の
講
師

の
先
生
方
を
お
迎
え

し
、
１
年
生
は
高
齢

者
疑
似
体
験
と
デ
ジ

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
験

を
、
２
年
生
は
点
字

と
手
話
の
体
験
学
習

い
環
境
に
緊

張
や
不
安
を

感
じ
な
が

ら
も
、
真
剣

な
眼
差
し
で

熱
心
に
仕
事

と
向
き
合
っ

て
い
る
様
子

だ
っ
た
。
身

を
も
っ
て
働

く
こ
と
の
大
変
さ
や
や
り
甲
斐
、
楽
し
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
事

業
所
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

中
学
3
年
生

英
語
研
修
＋
バ
ー
チ
ャ
ル
異
文
化
体
験

10
月
25
日
㈪

〜
27
日
㈬
の
日

程
で
英
語
研
修

を
実
施
し
た
。
参

加
者
は
中
学
３

年
生
35
名
。
株

式
会
社
Ｉ
Ｓ
Ａ

よ
り
外
国
人
講

師
２
名
を
派
遣

し
て
い
た
だ
き
、

３
日
間
と
も
１
〜
５
限
の
時
間
で
研
修
を

受
講
し
た
。

　

こ
の
研
修
の
見
所
は
、
や
は
り
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
擬
似
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
で

あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る
現
地
の
方
と
通
信

を
接
続
。
実
際
に
家
の
中
を
案
内
し
て
も

ら
い
な
が
ら
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
際 ファーマシィ薬局まごころにて

ハートピア出雲にて
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う
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
あ
り

が
た
か
っ
た
で
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
た
と
き
、
今
ま
で
日
本
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
時
差
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
し
た
が
、
途
中
で
時
計
が
写
っ
て
、
改

め
て
時
差
が
あ
る
こ
と
に
不
思
議
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。

　

今
回
も
そ
う
で
し
た
が
、
外
国
人
観
光
客

に
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
く
と
い
つ
も
「
日

本
は
と
て
も
き
れ
い
な
国
だ
」「
日
本
食
が
と

て
も
お
い
し
い
」「
時
間
を
し
っ
か
り
守
る
」

と
答
え
て
く
れ
ま
す
。
も
っ
と
日
本
人
と
し

て
誇
り
を
持
た
き
ゃ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
実
際
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
研
修
で
十
分
に

外
国
の
ル
ー
ル
や
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
英
語
が
と
て

も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、
自
分
の
将
来

に
生
か
し
て
い
け
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦
志
穂（
中3-2 

塩冶
）

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
中
学
３
年
生

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
旅
行
が
中
止

と
な
り
、
代
替
行
事
と
し
て
、
英
語
集
中
研

修
を
実
施
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
異
文
化
体
験
を

し
ま
し
た
。
そ
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
三
日
間
のEnglish cam

p

を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
三
日
間
で
少
し

英
語
力
が
つ
い
た
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
と
と

も
に
、
自
分
の
英
語
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
い
う

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
思
っ
た
こ
と
を
思

っ
た
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
り
、書
け
な
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。そ

こ
は
ち
ょ
っ
と
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　

自
分
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
と
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
げ
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
こ
と
で
す
。
現
地
の

方
が
家
の
中
を
回
っ
て
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
日
本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
は
た
く
さ
ん
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
特
に
家
が
と
て
も
大
き
く
て
び

っ
く
り
し
、
自
分
も
あ
あ
い
う
家
に
住
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
風
呂
の

時
間
が
５
分
間
ぐ
ら
い
だ
と
知
り
、
そ
れ
く

ら
い
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
水
が
大
切
な

も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
ス
ピ
ー
チ
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。
で
も
、自
分
で
考
え
て
文
章
を
作
り
、そ

れ
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
成
長
し

た
気
が
し
ま
す
。
外
国
の
方
と
英
語
で
話
せ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
目
標
が
で
き
た
の
で
、

達
成
で
き
る
よ
う
に
、
勉
強
を
頑
張
り
た
い

で
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。小野

泰
和（
中3-1 

鏡山
）

作
品
と
研
究

今月の
 1枚
「
影
の
向
こ
う
側
」

定
守　

優
芽

（1-6）平田

高
文
連
出
雲
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

　

私
は
今
回
の
英
語
研
修
を
通
し
て
、
テ
ス

ト
や
入
試
に
関
係
な
く
、
も
っ
と
勉
強
し
た

い
、
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
２
年
ほ
ど
英
語
を

勉
強
し
て
き
て
、
英
語
も
だ
ん
だ
ん
と
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

で
は
、
英
語
で
話
さ
れ
た
内
容
が
少
し
だ
け

聞
き
取
れ
た
と
き
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま

し
た
。V

irtual H
om
estay

で
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
を
見
て
、
話
を
聞
い
た
り
、

質
問
し
た
り
す
る
こ
と
で
色
々
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
ゲ
ー
ム
で
は
、
会
話
文
を
作
っ
た
り
、
作

っ
た
文
章
で
実
際
に
会
話
を
す
る
こ
と
で
楽

し
く
英
語
が
学
べ
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
う
ち
、
特
に
楽
し
か
っ
た
の
は

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
っ
た
ゲ
ー

ム
で
す
。
黒
板
に
書
け
た
単
語
の
数
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
は
復
習
を
楽
し
ん
で
で
き
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
早
口
言
葉
で
は
、
日
本

語
の
早
口
言
葉
の
倍
く
ら
い
難
し
く
、
全
然

き
ち
ん
と
言
え
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
英
語
の
文
章
を
作
る

こ
と
と
発
表
を
す
る
こ
と
の
二
つ
を
と
て
も

沢
山
し
ま
し
た
。文
章
を
作
る
過
程
で
は
、新

し
い
単
語
を
調
べ
て
使
っ
た
り
、
今
ま
で
習

っ
た
単
語
を
使
っ
た
り
し
た
の
で
、
す
ご
く

学
び
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
ス

ピ
ー
チ
は
、
自
分
で
原
稿
を
作
っ
て
、
覚
え

て
、
発
表
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
な
ん
と
か
最
後
ま
で
や
り
き
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

塩
野
莉
菜（
中3-1 

塩冶
）

　

今
回
の
英
語
集
中
研
修
の
前
に
決
め
て
い

た
目
標
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
行
け
な
か
っ
た
分
も
英
会
話
能
力

を
伸
ば
す
」
と
「
積
極
的
に
会
話
を
す
る
」

で
す
。
普
段
の
英
語
の
授
業
で
は
、
あ
ま
り

し
て
い
な
い
そ
の
場
で
英
文
を
考
え
て
言
う

と
い
う
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
英
語
に

し
て
話
し
た
内
容
が
伝
わ
っ
た
と
き
、
と
て

も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、「
英
会
話

能
力
を
伸
ば
す
」
と
い
う
目
標
は
よ
く
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
積
極
的
に

会
話
を
す
る
」
は
、
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
異
文
化
体
験
の

と
き
、
質
問
時
間
に
な
か
な
か
出
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
質
問
を
さ
れ
て
も
積
極

的
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
僕
は

い
つ
か
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
英
語
で
話
す
こ

と
が
当
た
り
前
で
す
。
会
話
に
慣
れ
る
た
め

に
も
、
間
違
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に
積
極
的
に

話
す
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
実
際
に
海
外
へ
は
行
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
紹
介
だ
け
で
も
日

本
と
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
最
後
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
自
分
の
作

っ
た
文
章
で
行
き
た
い
国
の
紹
介
を
す
る
と

い
う
、
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
今
回
、
会
話
を
し
て
驚
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
理
由
を
聞
か
れ
て
思

っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
言
う
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
似
た
内
容
で
答
え
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
が
そ
こ
ま
で
英
語
で
話
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
英
語
の
力
を
も
っ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。宗

宮　

証（
中3-2 

大津
）

　

今
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
が
中

止
に
な
り
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
替
わ
り
に
今
回
の

英
語
集
中
研
修
と
バ
ー
チ
ャ
ル
異
文
化
体
験

で
、
英
語
の
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
初
、
Ｃ
ａ
ｙ
ａ
先
生
と
出
会
っ
た
と
き
、

と
て
も
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
い
方
だ
っ
た
の
で
、

27
日
ま
で
も
つ
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
明

る
く
元
気
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ


